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肥
，
収
蔵
楢
林
外
科
書
と
パ
レ
（
一
六
二
七
）

及
び
ス
ク
レ
テ
タ
ス
（
一
六
五
七
）
と
の

絵
図
に
お
け
る
比
較

標
題
に
つ
い
て
は
一
九
九
○
年
パ
レ
没
後
四
百
年
祭
記
念
誌

で
、
蒲
原
宏
氏
に
よ
り
「
日
本
へ
の
パ
レ
外
科
全
集
骨
関
節
損

傷
治
療
の
受
容
に
つ
い
て
の
再
検
討
Ⅱ
ス
ク
レ
テ
タ
ス
外
科
書

と
の
対
比
と
そ
の
影
響
Ⅱ
」
と
題
し
て
三
二
頁
に
及
ぶ
詳
細
な

絵
図
に
よ
る
研
究
が
な
さ
れ
た
。

田
中
彌
性
園
に
は
楢
林
鎮
山
の
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
の
付
図

が
古
く
か
ら
表
装
さ
れ
掛
け
軸
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
て
検
討
が

望
ま
れ
、
蒲
原
氏
も
一
度
視
察
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
二
○
○
二
年
度
に
渡
蘭
の
機
会
を
得
て
ブ
ル
ハ
ー
ヴ
ェ

博
物
館
付
属
図
書
館
、
ラ
ィ
デ
ン
大
学
医
学
部
、
民
間
の
古
医

書
専
門
店
な
ど
を
遍
歴
し
閲
覧
対
比
を
試
み
た
が
不
十
分
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
び
オ
ラ
ン
ダ
本
国
で
す
ら
稀
本
と
さ
れ
る
一
六

田
中
祐
尾

大
阪
市
立
大
学
医
学
部

二
七
年
版
蘭
語
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
パ
レ
の
日
①
三
門
屋
侭
厘

及
び
一
六
五
七
年
版
ラ
テ
ン
語
ハ
ー
グ
版
ス
ク
レ
テ
タ
ス
の

「
ン
同
日
四
日
①
巨
国
『
冨
日
○
三
日
愚
２
日
」
の
両
冊
を
入
手
し
、
牛

歩
の
ペ
ー
ス
な
が
ら
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」
と
の
比
較
検
討
を
始

め
る
事
と
な
っ
た
。

調
査
対
象
の
三
点
が
時
間
、
期
限
、
取
り
扱
い
に
制
限
な
く

眼
前
に
あ
る
幸
運
に
興
奮
を
覚
え
、
紙
間
の
香
り
や
挨
屑
の
微

粒
子
ま
で
も
が
四
百
年
以
前
の
も
の
だ
と
思
う
と
歴
史
学
者
の

よ
う
に
冷
静
で
は
い
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
。
的
確
な
共
同
研
究

者
を
求
め
て
い
る
次
第
。
現
在
ま
で
の
所
見
を
示
す
。

パ
レ
本
の
絵
図
は
木
版
刷
り
と
初
期
の
粗
い
銅
版
画
で
、
一

方
ス
ク
レ
テ
タ
ス
本
は
陰
影
を
交
え
た
精
綴
な
銅
版
画
で
あ
る
。

十
七
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
僅
か
三
十
年
間
に
か
く

も
急
速
な
銅
版
印
刷
の
技
術
的
進
歩
が
見
ら
れ
、
視
覚
上
鮮
明

な
驚
き
で
あ
る
。

蒲
原
論
文
に
よ
る
と
近
世
日
本
の
外
科
書
「
紅
夷
外
科
宗
伝
」

（
一
七
○
六
）
、
「
金
創
跣
撲
療
治
之
書
（
’
七
一
三
）
」
、
「
外
科

訓
蒙
図
彙
二
七
六
九
）
」
の
三
書
の
絵
図
は
そ
の
三
十
三
％
を

パ
レ
の
外
科
書
か
ら
、
三
十
七
％
を
ス
ク
レ
テ
タ
ス
か
ら
、
出
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典
不
明
が
十
五
％
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
対
比
検
討
の
上
で
大
変

興
味
あ
る
統
計
で
あ
る
。

筆
者
と
し
て
は
出
来
れ
ば
正
確
な
翻
訳
の
後
に
パ
レ
が
ス
ク

レ
テ
タ
ス
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
、
ス
ク

レ
テ
タ
ス
が
自
著
に
ど
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
か
を
た
ど
っ

て
み
よ
う
と
し
た
。

も
と
も
と
パ
レ
は
軍
医
と
し
て
の
希
有
な
戦
陣
医
学
の
累
積

経
験
は
あ
る
が
正
統
な
高
等
教
育
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め

著
作
に
あ
た
っ
て
は
、
殊
に
そ
の
多
く
を
裂
い
た
解
剖
学
に
お

い
て
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
を
は
じ
め
多
く
の
先
哲
医
学
者
た
ち
の

理
論
や
絵
図
を
踏
襲
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

然
し
乍
ら
バ
レ
以
後
の
医
学
者
、
こ
の
場
合
ス
ク
レ
テ
タ
ス

が
絵
図
の
上
で
、
パ
レ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
明
ら
か
な
の
に

そ
の
点
何
の
言
及
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
ク
レ
テ
タ
ス
の
代
表
的
著
書
に
は
Ｐ
Ａ
Ｒ
／
Ｅ
の
文
字

が
見
当
た
ら
ず
、
僅
か
に
外
科
器
具
の
説
明
欄
に
二
ヶ
所
の
み
、

Ｐ
ａ
ｒ
牢
１
（
パ
レ
の
）
と
い
う
ラ
テ
ン
語
所
有
格
が
あ
る
の

み
で
、
パ
レ
は
（
、
王
格
）
と
か
、
パ
レ
を
、
パ
レ
に
（
目
的
格
）

と
い
っ
た
パ
レ
の
説
明
を
す
る
文
節
が
全
頁
を
通
し
て
皆
無
で

あ
る
事
が
解
っ
た
。

即
ち
こ
の
二
言
が
著
さ
れ
た
一
六
二
七
年
か
ら
五
七
年
と
い

う
時
代
の
ド
イ
ツ
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
）
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
は

戦
乱
に
明
け
暮
れ
る
敵
国
同
士
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
的
事
情

が
あ
っ
た
こ
と
。
ま
た
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
医
学
会
で
パ
レ
の
論
文

が
敢
え
て
無
視
ま
た
は
軽
視
さ
れ
て
い
た
と
い
う
時
代
背
景
が

い
み
じ
く
も
浮
か
び
上
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

パ
レ
が
そ
の
医
聖
と
し
て
の
哲
学
ま
で
を
受
け
容
れ
ら
れ
神

格
化
さ
れ
る
に
到
る
の
は
ず
っ
と
後
世
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
、

そ
の
辺
り
の
経
緯
と
彼
の
学
問
の
推
移
と
を
今
後
の
追
跡
課
題

と
し
た
い
。


